
①活動概要（目的・目標、具体的な取り組み等）
●活動の目的・目標
十勝平野・山麓ルート内の景観を阻害する看板の再生（景観環境づくり）を行うことで、景観及び知名度の向上を目指すことを目的としている。

●活動内容

ルート内の景観を阻害する看板の有無を調査、把握しデータベース化している。調査した結果、ルート内には閉園しているテーマパーク

の看板が多数存在しており、ルートにはふさわしくない配色、デザインであることから、優先的に再生を行ってきている。

（２２年度：新得町・足寄町、２３年度：鹿追町、２４年度：上士幌町、２５年度：足寄町、２６年度：足寄町）

●活動期間：２２年度～２６年度

②活動の体制
ルートの起ち上げ時から、景観研修や北海道景観条例など勉強し、
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様式１ （★指定・候補ルート共通）

景観阻害看板の再生

十勝シーニックバイウェイ 十勝平野・山麓ルート

美しい景観づくり

【平成２５年３月：上士幌町 国道２４１号沿い】

Before…
ルートの起ち上げ時から、景観研修や北海道景観条例など勉強し、

研修会を開催してきた。これらの研修会を踏まえ、本ルートの景観

形成分科会で検討、実施している。

③ＰＲポイント

●工夫した点や苦労した点

不用看板はサイズが違うため、看板に合わせたデザインを検

討し、景観を阻害しない配色になるよう配慮を行った。

●活動の効果
景観阻害看板の再生については、ルート内を訪れる観光客や他

ルートの団体からもシーニックバイウェイの周知・ＰＲにつながると

いう評価を得ている。

●今後の活動予定等
設置後に、ルート内の自治体から、更に看板再生の要望があった

ことから、今後も設置の検討、実施を続けていく予定である。

【平成２７年２月：足寄町 道東道足寄IC入り口】
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